今月の子どもたちの様子から
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　蒸し暑い日が続いていますが、みなさんお元気でお過ごしでしょうか。今年の夏はとても暑いというウワサで今からうんざりしています。うちはクーラーがないので、なんとか扇風機とうちわで生き延びたいと思っているのですが･･･。さて、6月のごしょごしょの子どもたちの様子から。

　2日は京北町のＭさん宅へ。緑に囲まれた前庭で久々のバーベキュー。かまどの火も準備は万端。火おこしが苦手な母たちは、この時ばかりは（？）Ｍさんちのお父さんに感謝（ほんま、いつもありがとさんです）。炭はなんとＭさんちのＴくんがずっと炭焼き作りに通って焼いたという手作りのもの。テーブルの上には、炭の一部をくりぬいて野草を植え、根元にコケをあしらったおしゃれな飾り。これもＴくんが作ったそうな。お母さんたちはひたすら感心していました。気持ちのいい風景と風の中で、おなかいっぱいご飯を食べた後は、長靴姿に網を持って魚とり（長靴はいても結局泳ぐから意味ないのに）、延々とトランプ（大富豪）の勝負、田んぼでオタマジャクシとりやお散歩など、それぞれ好きなことをして過ごしました。親たちは、またまたさわやかなミントとカモミールのハーブティーをいただきながらおしゃべり。秋には恒例の手作りみその豚汁パーティーかな？またよろしくお願いします。

　9日は久々の社会見学、京都府警察広報センターへ。立派な施設にはびっくり。日々の交通情報や安全のための知識をクイズやゲームで楽しくお勉強。こういう見学はやっぱり少人数がいいですねえ。

　14日はホタルを見に宝ヶ池へ。いつも野球をやっている公園の横の川に、こんなにホタルがいるなんて！幻想的な光にみんなしばし感動。でもすぐにやかましくなってホタルには迷惑だったかも。

　23日は久しぶりに御所の公園。台風のあとだったので一面まつぼっくりだらけ。木切れ拾いに林の中をうろついた後は、いつものまつぼっくり戦争開始。あとはバドミントンやらドッジボールで「王大中小」やら、延々と遊んでいました。次々と自分たちで相談して決めて飽きずに遊ぶ。当たり前のいつもの風景ですが、親たちはケラケラ楽しそうに遊んでいる子どもたちを「いいね～」と言いながら眺めています。これがごしょごしょを続けている一番の意義だといつも思うのでした。残念ながら、相談を受けても何の力にもなれないケースがいくつもありますが、それぞれにいろんな居場所を見つけられますように。この日初めて来られたお母さんは、まだいろんなことが認められず、子どもとの関係に悩む日々のようでした。こうやって目の前で遊んでいる他の子を見て、何かを感じてもらえたらいいなと思います。
